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構
築
が
必
要
と
考
え
る
。

三
重
県
桑
名
市[

５
月
９
日]

▼ 
火
葬
場
（
お
り
づ
る
の
森
）

建
設

　

桑
名
市
の
斎
場
「
お
り
づ
る

の
森
」
は
平
成
22
年
に
完
成
。

郊
外
の
住
宅
地
の
下
に
あ
る
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
こ
れ
ま
で
の

火
葬
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
、

人
生
の
終
え
ん
の
場
と
し
て
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
、
近

代
的
で
明
る
い
環
境
に
配
慮
し

た
都
市
型
の
火
葬
場
」
で
あ
る
。

　

焼
却
炉
は
最
新
の
も
の
で
、

煙
、
焼
却
灰
は
ほ
と
ん
ど
出
な

い
プ
ラ
ン
ト
で
、
近
く
の
住
宅

地
か
ら
の
苦
情
の
心
配
が
な

い
。
ま
た
、
自
家
発
電
装
置
も

設
置
し
、
天
然
ガ
ス
を
使
用
し

て
い
る
。
ペ
ッ
ト
も
家
族
の
一

員
と
い
う
観
点
か
ら
、
大
型
動

物
炉
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

岩
沼
市
に
お
い
て
も
、
用
地

選
定
も
含
め
、市
民
の
ニ
ー
ズ
、

意
見
を
十
分
に
聞
き
、
人
生
の

終
え
ん
を
迎
え
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
新
火
葬
場
建
設
を
す
べ
き

と
考
え
る
。

三
重
県
亀
山
市[

５
月
10
日]

▼ 

災
害
弱
者
へ
の
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

　

亀
山
市
は
平
成
22
年
４
月

「
亀
山
市
災
害
時
要
援
護
者
登

録
制
度
実
施
要
綱
」を
施
行
し
、

災
害
時
に
お
い
て
災
害
時
要
援

護
者
台
帳
の
登
録
に
関
す
る
事

項
を
定
め
た
。
民
生
委
員
が
毎

年
10
月
に
行
う
「
高
齢
者
実
態

調
査
」
に
お
い
て
対
象
者
を
把

握
し
、
同
意
者
に
つ
い
て
台
帳

登
録
を
行
っ
て
い
る
。

　

岩
沼
市
に
お
い
て
も
、
日
中

独
居
高
齢
者
対
策
、
台
帳
登
録

者
の
ア
ッ
プ
や
対
策
が
必
要
で

あ
る
。
要
援
護
者
に
つ
い
て
の

情
報
の
共
有
化
（
個
人
情
報
保

護
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
。）、

ま
た
自
治
会（
自
主
防
災
組
織
）

に
加
入
し
な
い
世
帯
の
対
策
、

情
報
伝
達
手
段
の
整
備
、
福
祉

避
難
所
の
設
置
等
、
十
分
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
検
証
を
早

急
に
行
い
、
被
災
者
、
市
民
の

意
見
を
反
映
し
、
被
災
者
要
援

護
者
対
策
を
さ
ら
に
進
め
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。

大
阪
府
和
泉
市[

５
月
15
日]

▼
企
業
誘
致

　

和
泉
市
で
は
、
坪
当
た
り
40

万
円
か
ら
値
下
げ
を
し
て
20
〜

25
万
円
と
し
た
。
そ
の
後
、
空

き
地
を
借
地
と
し
て
募
集
し
、

企
業
が
集
積
し
た
。
土
地
は
、

所
有
す
る
も
の
か
ら
利
用
す
る

時
代
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
中
、
企
業
の
意
思
決

定
は
早
い
の
で
、
行
政
も
早
く

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
組
織

と
し
て
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
、
求
め
ら
れ
て
い
る

と
感
じ
た
。

　

岩
沼
市
も
和
泉
市
と
同
様
に

交
通
の
要
所
で
あ
り
、
そ
の
利

点
を
生
か
す
べ
く
対
応
す
べ
き

で
あ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
行
っ
て
い
る
も
の
の
他
市
町

村
と
の
競
争
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
あ
る
。
国
道
等
の
利

便
性
を
生
か
し
、
新
た
な
企
業

誘
致
に
県
、
産
学
で
連
携
し
、

情
報
を
共
有
化
し
、
速
や
か
で

柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
将
来
を
見
据
え
た
新

し
い
工
業
団
地
の
設
置
を
含
め

た
企
業
誘
致
計
画
を
立
て
る
こ

と
も
必
要
と
考
え
る
。

兵
庫
県
神
戸
市[

５
月
16
日]

▼
災
害
公
営
住
宅

　

神
戸
市
で
は
、
災
害
公
営
住

宅
の
建
設
に
当
た
り
、
被
災
し

た
多
く
の
高
齢
者
へ
の
配
慮
が

必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
特
に
高
齢
者
対
策
と
し
て

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
見
守
る

体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　

岩
沼
市
に
お
い
て
は
、
平
成

25
年
度
中
に
災
害
公
営
住
宅
を

建
設
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
共
用
ス
ペ
ー
ス
を
有
し

生
活
の
一
部
を
共
同
化
す
る
コ

レ
ク
テ
ィ
ブ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
等
多

様
な
住
宅
の
整
備
を
行
い
、
良

好
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成

や
快
適
で
安
心
で
き
る
共
同
住

宅
の
実
現
を
目
指
す
べ
き
と
考

え
る
。

兵
庫
県
宝
塚
市[

５
月
17
日]

▼
排
水
・
浸
水
対
策

　

宝
塚
市
で
は
、
近
年
急
速
な

都
市
化
が
進
む
中
で
、
降
雨
状

況
の
変
化
（
ゲ
リ
ラ
豪
雨
）
等

に
よ
り
水
害
が
発
生
し
て
い
る

た
め
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
等
に
お
い
て
水
に
関
す
る

施
策
が
取
り
組
ま
れ
、
水
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
に

至
っ
た
。
そ
の
対
象
は
、
身
近

で
ス
ポ
ッ
ト
的
な
水
辺
環
境
ま

で
を
含
め
て
お
り
、
市
域
内
を

含
め
た
水
の
流
れ
、
水
に
関
わ

る
自
然
環
境
、
水
に
関
わ
る
市

民
活
動
及
び
そ
れ
ら
の
た
め
の

各
種
施
策
と
し
て
い
る
。

　

岩
沼
市
で
の
水
環
境
対
策

は
、
ま
ず
地
盤
沈
下
に
伴
う
排

水
対
策
で
あ
る
と
考
え
る
。
震

災
に
よ
り
市
域
の
８
％
に
当
た

る
約
５
平
方
㌔
㍍
が
地
盤
沈
下

し
て
お
り
、
降
雨
時
、
排
水
に

支
障
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と

市
民
は
不
安
に
思
っ
て
い
る
。

五
間
堀
川
の
早
期
の
整
備
、
排

水
機
場
の
ポ
ン
プ
の
整
備
（
増

設
）、
そ
し
て
赤
井
江
か
ら
直

接
太
平
洋
へ
放
流
す
る
た
め
の

整
備
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
中
・

西
部
地
区
に
お
け
る
浸
水
発
生

地
域
へ
の
対
応
も
早
急
に
行

い
、
市
内
全
域
の
雨
水
排
水
計

画
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
。

建
設
産
経
常
任
委
員
会

調査中の委員（宝塚市）

調査中の委員（桑名市）


